
鈴
木
造
船
　

建
造
と
修
繕
の
両
輪
で
成
長

脱炭素化や更新需要取り込む

村上直人社長

　鈴木造船（村上直人社長）は、新たに船を建造する事業と修繕事業
の両輪で成長を目指す。新造事業では脱炭素化や老朽化に伴う船の買
い替え需要を取り込む。修繕事業では修繕専門業者と連携したサービ
スを展開。設備投資を検討しており、建造から修繕まで一貫して対応
できる体制づくりを推進する。昨年秋、財務基盤の大きなＮｉｗａＨ
ｏｌｄｉｎｇｓ（本社大阪市）の傘下に入った。（四日市・桝田宏行）
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